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8
月
28
日
、
平
成
24
年
度

第
7
回
臨
時
議
会
が
開
催
さ

れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、

小
国
小
学
校
改
築
工
事
請
負

契
約
の
締
結
な
ど
4
議
案
が

審
議
さ
れ
可
決
し
た
。
主
な

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正

　
農
林
水
産
業
創
意
工
夫
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

（
も
み
が
ら
利
活
用
Ｐ
Ｊ
）

●
事
業
費
4
9
1
万
円

◆
小
国
小
学
校
改
築
工
事
等

の
請
負
契
約
の
締
結

●
請
負
契
約
者

　
那
須
・
山
和
・
高
橋
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

●
事
業
費
23
億
1
千
万
円

◆
屋
内
運
動
場
建
設
工
事
の

請
負
契
約

（
ふ
れ
あ
い
の
家
代
替
施
設
）

●
請
負
契
約
者

　
山
和
建
設
㈱

●
事
業
費
3
億
9
7
5
万
円

◆
専
決
処
分
の
承
認

　「
暴
風
・
豪
雪
被
害
施
設

復
旧
等
緊
急
支
援
資
金
」
利

子
補
給
費
の
追
加

　
総
額
4
億
3
千
3
3
8
万
円

の
追
加
補
正
を
可
決

◆
財
政
調
整
基
金
積
立

◆
除
雪
対
策
基
金
積
立

◆
学
校
建
設
基
金
積
立

◆
町
有
自
動
車
更
新

◆
特
別
職
報
酬
審
議
会
費
用

◆
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議

◆
不
活
化
ポ
リ
オ
予
防
接
種
委
託

◆
林
道
維
持
業
務
委
託

◆
農
業
用
水
路
整
備
工
事

◆
マ
イ
ク
ロ
発
電
シ
ス
テ
ム

導
入
・
実
証
事
業

◆
冬
季
除
排
雪
作
業
委
託

◆
町
営
住
宅
解
体
等
工
事

◆
そ
の
他

◆
下
水
道
事
業

◆
介
護
保
険

◆
水
道
事
業

　
臨
時
職
員
の
雇
用
経
費

◆
工
業
用
水
道
事
業

◆
小
国
町
有
牛
貸
付
条
例
の

一
部
改
正

◆
ス
ク
ー
ル
バ
ス
1
台

　
予
定
価
格
1
千
1
8
9
万
円

　
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更

　
教
育
委
員
の
任
命
に
同
意
し
た
。

◆
石
　
山
　
久
美
子 

氏

　
大
字
小
国
小
坂
町
5
4
の
乙

◆
高
　
橋
　
和
　
衛 

氏

　
大
字
伊
佐
領
5
3
0
の
1
5

◆
柴
　
田
　
伸
　
也 

氏

　
大
字
小
国
小
坂
町
3
の
7
5
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小国町議会 ■ 9月定例会

９
月
定
例
会
は
９
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
平
成
23
年
度
各
会
計
の
決
算
12
件
を
決
算
審
査

特
別
委
員
会
で
審
査
後
、
本
会
議
で
賛
成
多
数
に
よ
り
認
定
、
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
８
議
案
、
条
例
の
一
部
改
正
、
財
産
取
得
、
規
約
の
一
部
改
正
を
原
案
通
り
可
決
、
教

育
委
員
３
名
の
新
任
に
同
意
し
た
。
そ
の
他
２
件
の
意
見
書
を
関
係
機
関
に
提
出
す
る
こ
と

に
決
し
た
。
一
般
質
問
は
５
名
の
議
員
が
当
面
す
る
諸
問
題
を
盛
田
新
町
長
に
質
問
し
た
。

9月定例会
9月10日●～18日●月 火

平成24年度

小国町ぎかいだより■OCTOBER.2012



◆
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
医
療
に

関
す
る
意
見

一
、
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
治
療

と
し
て
、
一
刻
も
早
く
、
ブ

ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
の
治
療
を
全

面
的
に
保
険
適
用
し
、
地
域

の
病
院
で
治
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二
、
脳
脊
髄
液
減
少
症
と
診
断

さ
れ
た
患
者
の
治
療
に
つ
い

て
、
医
療
費
窓
口
負
担
を
無

料
に
す
る
こ
と
。

◆
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実

す
る
仕
組
み
」
の
構
築
を
求

め
る
意
見

　
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て

最
も
重
要
な
機
能
を
有
す
る
森

林
の
整
備
・
保
全
等
を
推
進
す

る
市
町
村
の
役
割
を
踏
ま
え
「
地

球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
」

の
一
定
割
合
を
、
森
林
面
積
に

応
じ
て
譲
与
す
る
「
地
方
財
源

を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組
み
」

を
早
急
に
構
築
す
る
こ
と
。
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7
月
17
日
発
行
の
「
議
会
だ
よ
り

1
1
3
号
」
2
頁
臨
時
議
会
の
記
事
中
、

平
成
15
年
は
平
成
25
年
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

小国町議会 ■ 9月定例会

■平成23年度各会計決算

■病院事業会計

■工業用水道事業会計

（単位：円）

（単位：円）

■水道事業会計

■老人保健施設事業会計

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

会 計 別

医 業 収 益 医業外収益 特 別 収 益 計

671,588,876 241,032,005 0 912,620,881

846,657,905 54,096,732 1,501,861 902,256,498

医 業 費 用 医業外費用 特 別 損 失 計

一 般 会 計 6,616 ,809 ,625 6 ,216 ,831 ,088 399 ,978 ,537

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 57,790 ,469 25 ,650 ,863 32 ,139 ,606

国民健康保険事業特別会計 891 ,304 ,824 835 ,049 ,318 56 ,255 ,506

部 落 有 財 産 特 別 会 計 112 ,472 ,463 685 ,500 111 ,786 ,963

下 水 道 事 業 特 別 会 計 305 ,926 ,386 302 ,526 ,320 3 ,400 ,066

訪 問 看 護 特 別 会 計 84,272 ,619 72 ,645 ,178 11 ,627 ,441

介 護 保 険 特 別 会 計 873 ,623 ,710 863 ,277 ,187 10 ,346 ,523

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 96,698 ,036 91 ,451 ,018 5 ,247 ,018

　　合 計　　 9,038,898,132 8,408,116,472 630,781,660

収 支 合 計 10,364,383

歳 入（A） 歳 出（B） 差 引 額（A － B）

支

出

収

入

営 業 収 益 営業外収益 特 別 収 益 計

98,191,344 462,166 0 98,653,510

71,686,975 3,622,322 0 75,309,297

営 業 費 用 営業外費用 特 別 損 失 計

営 業 収 益 営業外収益 特 別 収 益 計

営 業 費 用 営業外費用 特 別 損 失 計

収 支 合 計 23,344,213

支

出

収

入

35,928,000 64,500,000 0 100,428,000

86,994,259 13,774,644 0 100,768,903

収 支 合 計 ▲340,903

支

出

収

入

施設事業収益 施設事業外収益 居宅支援収益 計

235,555,438 42,346,313 527,930 278,429,681

292,230,830 12,101,593 0 304,332,423

事 業 費 用 事業外費用 特 別 損 失 計

収 支 合 計 ▲25,902,742

支

出

収

入



■
　
役
場
庁
舎
の
暖
房
や
駐
車

場
、
大
橋
歩
道
等
の
消
雪
用

の
温
水
造
成
供
給
事
業
費
が

昨
年
比
増
加
し
て
い
る
。
チ

ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
は
効
率
的
に

稼
動
し
て
い
る
の
か
。

　
　
重
油
使
用
量
も
横
ば
い
で

あ
り
、
設
備
周
辺
か
ら
は
煙

発
生
の
苦
情
も
聞
こ
え
る
。

　
　
ま
た
、
建
築
中
の
新
小
学

校
に
も
導
入
予
定
と
聞
い
て

い
る
が
、
効
率
的
な
稼
動
に

つ
い
て
情
報
の
共
有
化
を
し

て
い
る
の
か
。

■
　
広
葉
樹
チ
ッ
プ
の
混
合
割

合
を
増
や
し
燃
焼
効
率
の
向

上
に
努
め
た
が
、
気
温
の
低

下
等
に
よ
り
効
率
が
悪
く
な

っ
た
。
重
油
使
用
量
は
前
年

度
比
２
万
リ
ッ
ト
ル
の
減
で

あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
効
率
の

良
い
稼
動
に
向
け
改
善
に
努

め
る
。
 

　
　
新
小
学
校
へ
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
現
在
稼
動
し
て
い

る
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
状
況

を
共
有
化
し
て
い
る
。

■
　
6
月
3
日
の
山
形
新
聞
に

山
形
県
内
35
市
町
村
で
2
番

目
に
ゴ
ミ
排
出
量
が
少
な
い

と
の
記
事
が
あ
っ
た
。
ゴ
ミ

分
別
の
成
果
を
町
民
に
も
っ

と
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

■
　
掲
載
さ
れ
た
数
値
は
、
不

燃
物
や
事
業
系
を
含
め
た
ゴ

ミ
の
排
出
量
で
あ
る
。
リ
サ

イ
ク
ル
が
進
ん
で
き
た
結
果

と
考
え
て
い
る
が
、
生
ゴ
ミ

を
含
め
た
家
庭
か
ら
で
る
生

活
系
可
燃
ご
み
は
、
依
然
と

し
て
置
賜
管
内
で
は
一
番
多

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
可
燃
ゴ
ミ
の
多
く

を
占
め
る
生
ゴ
ミ
を
資
源
と

し
て
捉
え
、
そ
の
堆
肥
化
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
今
後

も
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

■
　
観
光
施
設
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
、
多
額
の
支
出
が
あ

る
が
、
こ
れ
か
ら
老
朽
化
が

進
み
、
さ
ら
に
維
持
管
理
費

用
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と

考
え
ら
れ
る
。
施
設
維
持
の

考
え
方
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

■
　
年
々
、
維
持
管
理
経
費
の

増
加
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
が
持
つ
機
能

を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
維
持

管
理
の
検
討
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

■
　
指
定
管
理
委
託
し
て
い
る

交
流
施
設
の
中
で
、
利
用
者

が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
施

設
が
あ
る
。
集
客
の
た
め
の

取
り
組
み
を
説
明
い
た
だ
き

た
い
。

■
　
震
災
の
影
響
が
大
き
く
、

年
度
前
半
の
客
が
少
な
か
っ

た
。
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
あ
る
施
設
で
は
、
民
間

団
体
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
様
々

な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
し

集
客
に
努
め
て
き
た
。
各
施

設
の
機
能
を
さ
ら
に
発
揮
で

き
る
よ
う
、
維
持
管
理
に
努

め
な
が
ら
、
集
客
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
　
町
内
に
お
け
る
増
水
地
域

の
調
査
を
行
っ
た
訳
だ
が
、

北
地
区
と
平
林
・
駅
周
辺
地

区
の
住
民
は
、
大
雨
の
た
び

に
心
配
し
て
い
る
。
今
回
の

調
査
結
果
と
今
後
の
対
策
を

聞
き
た
い
。

■
　
町
中
心
部
は
、
現
況
側
溝

断
面
で
維
持
し
つ
つ
、
さ
ら

に
効
果
的
な
分
水
方
法
を
検

討
し
て
い
く
。
平
林
・
駅
周

辺
地
区
に
つ
い
て
は
、
大
日

堂
踏
切
か
ら
下
流
の
岩
井
沢

川
の
断
面
が
不
足
し
て
い
る

の
で
、
関
係
機
関
と
協
議
の

上
改
修
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
北
地
区
の
水
路
は
、
町
道

横
断
部
の
拡
幅
と
田
沢
川
ま

で
の
バ
イ
パ
ス
化
が
必
要
で

あ
り
、
今
年
度
以
降
調
査
す

る
事
と
し
て
い
る
。

■
　
傷
や
、
破
損
し
て
い
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
見
受
け
ら
れ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
運
行
管

理
を
し
て
い
る
か
。

■
　
小
国
タ
ク
シ
ー
㈱
に
委
託

し
て
お
り
、
異
常
等
が
あ
っ

た
際
に
は
、
速
や
か
に
報
告

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

■
　
黒
字
経
営
に
な
っ
て
い
る

要
因
は
？

■
　
亜
急
性
病
床
を
活
用
し
た

患
者
の
病
態
に
合
わ
せ
た
病

床
管
理
が
病
床
利
用
率
の
上

昇
に
つ
な
が
っ
た
事
や
、
健

診
の
拡
大
に
よ
る
増
収
に
よ

る
も
の
と
考
え
る
。

■
　
電
子
カ
ル
テ
が
導
入
さ
れ

受
診
に
お
け
る
待
ち
時
間
が

長
く
な
っ
た
と
聞
く
が
？

■
　
４
月
当
初
は
、
不
慣
れ
な

と
こ
ろ
も
あ
り
時
間
が
か
か

っ
た
事
例
も
あ
っ
た
が
、
最

近
は
そ
の
よ
う
な
事
は
な
い
。

■
　
医
師
確
保
の
現
状
は
？

■
　
現
在
、
山
形
大
学
と
連
携

し
検
討
中
で
あ
る
。
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A A A

QA

Q QA Q

QA

長井リレーセンター

質 疑 応 答
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■
　
高
齢
者
暮
ら
し
応
援
事
業

（
除
雪
支
援
）
を
受
け
る
事

が
出
来
る
対
象
者
は
。

　
　
ま
た
、
昨
年
の
よ
う
に
雪

が
多
く
降
っ
た
場
合
は
、「
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
だ
け

で
は
手
が
回
ら
な
い
」
と
の

声
が
聞
こ
え
た
が
、
問
題
は

な
か
っ
た
か
。

■
　
支
援
を
受
け
る
事
が
出
来

る
方
は
、
町
民
税
の
非
課
税

世
帯
で
、
冬
期
間
も
そ
の
住

宅
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
町

内
に
子
（
嫁
い
だ
子
を
除
く
）

が
存
在
し
て
い
な
い
高
齢
者

の
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
昨
年
の
雪
は
、
特
に
大
雪

の
た
め
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
も
手
が
回
ら
な
い
事

が
あ
っ
た
が
、
会
員
並
び
に

準
会
委
員
の
協
力
を
得
な
が

ら
４
〜
６
日
以
内
に
は
、
対

応
で
き
た
と
聞
い
て
い
る
。

今
後
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。

5

平成24年度  決算審査特別委員会質 疑 応 答

QA

　
９
月
10
日
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成
23
年
度
の
小
国
町
各

会
計
の
決
算
審
査
に
つ
い
て
、
12
日
、
13
日
及
び
14
日
の
３
日
間
に

わ
た
り
関
係
課
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査
し
た
結
果
、
次
の
意
見
を

付
し
て
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
の
で
、
小
国
町
議
会
会
議
規
則

第
41
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
ま
す
。

１
　
全
国
的
な
経
済
不
況
が
続
く
な
か
、
町
内
の
景
気
低
迷
は
年
々

深
刻
化
し
て
お
り
働
く
場
を
求
め
る
住
民
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
雇
用
機
会
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２
　
東
日
本
大
震
災
以
来
、
原
子
力
に
替
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
求
め

ら
れ
て
い
る
な
か
、
豊
富
な
森
林
を
活
か
し
木
質
チ
ッ
プ
を
い

ち
早
く
利
用
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
が
、
そ
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

３
　
交
流
施
設
に
つ
い
て
は
、
投
資
額
に
比
較
し
て
顕
著
な
成
果
が

現
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
管
理
方
法
等
を
検
証
し
、
さ
ら

な
る
努
力
を
行
う
こ
と
。

　
　
　
平
成
24
年
９
月
18
日

決
算
審
査
特
別
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長
　
遠
　
藤
　
和
　
彦
　
　
　

　
　
　
　
小
国
町
議
会
議
長
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
重
　
廣
　
殿

　
平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
は
認
定
す
べ
き
で
な
い
と
し
て
、
少

数
意
見
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。

　
提
出
者
　
米
野
貞
雄
委
員
　
　
賛
成
者
　
本
間
義
信
委
員
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平成23年度小国町財政健全化判断比率

財政指標   は健全

※１　財政指標
　　　財政健全化法に基づき自治体の財政悪化度をチェックする指標

※２　標準財政規模
　　　町税、地方交付税など、自由に使える財源の標準的な規模を表す。
　　　平成23年度の小国町の標準財政規模は37億9,464万6千円。

小 国 町

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

－  ％

－  ％

11.9％

68.8％

15.0％

20.0％

25.0％

350.0％

早期健全化基準（参考）

一般会計の赤字額が、標準財政規模　 に
占める割合。

全会計の赤字額が標準財政規模に占める
割合。

全会計の償還額が標準財政規模に占める
割合。

将来一般会計から負担されると想定され
る標準財政規模に占める割合。

※1

※２



小
関
　
現
小
国
小
学
校
あ
と
地

を
含
め
、
八
ヶ
所
に
及
ぶ
休
校

舎
を
ど
の
よ
う
に
有
効
利
用
し

て
い
く
の
か
。。

町
長
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

に
加
え
、
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
に
お
け
る
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
地
域
再
生
策
を

展
開
す
る
拠
点
施
設
と
位
置
付

け
し
た
活
用
に
つ
い
て
、
地
域

の
方
々
と
協
議
を
継
続
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
小
国
小
学
校
の
跡
地
利
用
に

関
し
て
は
、
早
い
機
会
に
地
元

や
町
民
の
方
の
意
見
を
伺
い
活

用
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

小
関
　
小
国
町
の
将
来
の
農

業
に
関
し
て
不
安
を
抱
い
て
お

り
ま
す
が
、
町
長
は
、
今
後

の
農
業
に
関
し
て
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
、
本
町
の
農

業
は
、「
特
色
の
あ
る
米
作
り
」

「
個
性
の
あ
る
作
物
づ
く
り
」「
担

い
手
の
育
成
」
の
三
点
を
中

心
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
振
興
方

針
を
、
確
実
に
継
続
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
産
池
消
の
一
層
の
推
進
と

特
産
品
作
り
に
力
を
注
ぎ
、
農

業
を
主
体
と
し
た
新
産
業
の

創
出
を
目
指
し
た
い
。

小
関
　
今
ま
で
の
継
続
で
は
、

農
業
を
や
め
る
人
は
、
後
を

絶
た
な
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長
　
新
た
な
農
業
組
織
の

設
立
を
含
め
、
経
営
体
が
自

立
で
き
る
ま
で
支
え
る
仕
組
み

作
り
も
重
要
と
考
え
る
。
又
、

国
土
保
全
や
水
源
涵
養
の
維

持
の
た
め
、
小
規
模
農
家
の

果
た
す
役
割
は
、
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
小
規
模
農
家
が

安
心
し
て
農
業
を
続
け
て
い

け
る
よ
う
対
策
を
考
え
る
。

小
関
　
後
継
者
が
い
な
い
の

は
現
実
問
題
だ
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
農
業
の
担
い
手
育
成

に
当
た
っ
て
、
情
報
の
提
供
と

交
流
の
推
進
に
よ
り
、
町
内
に

限
ら
ず
町
外
か
ら
も
小
国
町

で
農
業
に
従
事
し
て
み
た
い

と
い
う
方
々
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
が
必

要
と
考
え
る
。

　
今
取
り
組
ん
で
い
る
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
に
よ

り
青
年
就
農
給
付
金
や
農
地

集
積
協
力
金
な
ど
の
制
度
支

援
を
受
け
る
事
が
可
能
と
な

り
農
業
後
継
者
の
育
成
、
農

地
の
集
積
化
が
期
待
さ
れ
る

と
考
え
る
。

　
問
題
は
、
多
く
あ
る
が
経

済
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
中
に
あ
っ
て
、
基
幹
産
業
と

し
て
の
農
業
に
よ
る
新
た
な
産

業
創
出
に
向
け
た
早
急
な
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
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平成26年休校予定の現小国小学校

増えてきている耕作放棄地

取扱量が最盛期の5分の1になったライスセンター

小
関

町
長

小
関

小
関

町
長

町
長

小
関

町
長
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か
ん
よ
う



本
間
　
7
月
27
日
付
け
山
形

新
聞
の
「
新
小
国
町
長
に
聞
く
」

で
、「
学
校
給
食
や
福
祉
・
医

療
の
産
業
化
に
よ
る
雇
用
を

考
え
た
い
。
し
か
し
、
こ
れ

だ
け
で
町
内
に
職
を
求
め
る

人
の
数
を
吸
収
す
る
の
は
難

し
い
。
時
間
を
か
け
て
町
内

で
の
産
業
を
創
成
し
た
い
。

そ
の
一
つ
の
方
向
性
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
」

さ
ら
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
一
万

人
復
活
の
町
づ
く
り
で
」
で
は
、

「
高
齢
者
と
子
育
て
へ
の
支
援

が
二
本
柱
。
国
の
制
度
を
使

っ
て
、
廃
校
舎
を
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
共
同
住
宅
に
利

活
用
し
、
高
齢
者
支
援
の
モ

デ
ル
地
区
に
し
た
い
。」
と
抱

負
を
語
っ
て
い
る
。

　
こ
の
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

は
、
私
も
非
常
に
期
待
し
て
い

る
一
人
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
実
践

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

町
長
　
私
は
こ
の
た
び
の
選
挙

で
「
人
口
一
万
人
復
活
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
基
本
政
策
に
掲
げ
、

こ
の
実
現
に
向
け
て
「
高
齢
者

支
援
」、「
子
育
て
支
援
」、「
新

産
業
の
創
出
」
の
大
き
く
三
つ

の
柱
に
沿
い
、
様
々
な
角
度
か

ら
具
体
的
な
施
策
展
開
を
推
進

し
な
が
ら
、
雇
用
の
創
出
に
結

び
つ
け
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
特
に
「
高
齢
者
支
援
」

に
つ
い
て
の
質
問
だ
が
、
本
町

の
高
齢
化
は
年
々
進
行
し
て
お

り
、
本
年
4
月
1
日
現
在
の
高

齢
化
率
は
、
33
・
3
％
で
あ
り
、

県
平
均
、
全
国
平
均
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

　
町
で
は
現
在
、
高
齢
者
の
方

が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地

域
や
集
落
内
に
お
け
る
相
互
扶

助
機
能
の
維
持
、
向
上
を
目
指

す
「
支
え
合
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

事
業
」
の
展
開
や
、
介
護
保
険

計
画
に
基
づ
く
各
種
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
る
が
、

そ
の
ニ
ー
ズ
は
複
雑
・
多
様
化

し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

　
特
に
一
人
暮
ら
し
又
は
夫
婦

二
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
々

は
、
こ
れ
か
ら
降
雪
期
に
向
か

っ
て
除
雪
で
あ
る
と
か
、
緊
急

時
の
対
応
な
ど
、
日
常
生
活
で

の
不
安
は
深
刻
で
あ
る
。
そ
の

結
果
と
し
て
、
町
を
離
れ
る
事

を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
切
実

な
状
況
も
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
町
外
に
転
出
す
る
人

を
防
ぐ
た
め
の
対
策
の
一
例
と

し
て
、
空
き
校
舎
を
ケ
ア
ハ
ウ

ス
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
専

用
住
宅
な
ど
の
小
規
模
な
多
機

能
型
複
合
施
設
と
し
て
活
用
し

た
高
齢
者
支
援
の
モ
デ
ル
展
開

に
向
け
て
、
総
合
特
区
制
度
の

認
定
な
ど
、
国
の
制
度
を
活
用

し
た
整
備
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
へ
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行

い
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
よ
り
一
層
、
新
し
い

発
想
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
中
・

長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
医
療
、

福
祉
、
介
護
の
産
業
化
に
取
り

組
み
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
に

結
び
付
け
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
廃
棄
物
処
理
裁
判
に
つ
い
て

●
学
校
給
食
の
１
年
以
内
の
実

施
に
つ
い
て

●
新
小
国
小
学
校
の
建
設
に
つ

い
て

7
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小玉川小中学校

白沼小中学校

本
間

町
長
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小
林
　
新
町
長
は
、
厳
し
い
船

出
に
な
る
が
、
私
は
是
々
非
々

の
立
場
で
臨
む
。
一
万
人
復
活

は
若
者
の
雇
用
創
出
が
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
。
具
体
策
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
医
療
、
福
祉
に
係
る
産

業
化
。
子
育
て
環
境
づ
く
り
で

一
定
の
雇
用
を
創
出
。
農
業
の

振
興
と
自
然
資
源
を
活
用
し
た

新
産
業
創
出
が
重
要
。

　「
小
国
町
緊
急
景
気
・
雇
用

対
策
本
部
会
議
」
で
現
下
の
雇

用
対
策
を
検
討
、
中
長
期
的
に

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

（
木
質
、
小
水
力
）
に
取
り
組
む
。

小
林
　
小
国
町
立
病
院
で
、
お

産
や
人
工
透
析
が
で
き
る
環
境

整
備
は
、
可
能
な
ら
大
賛
成
。

お
産
は
、
医
療
事
故
の
リ
ス
ク

や
山
大
医
学
部
方
針
で
医
師
確

保
が
で
き
な
い
た
め
、
地
域
の

基
幹
病
院
に
残
念
な
が
ら
移
行

し
た
。
人
工
透
析
も
医
師
や
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
が
課
題
と
聞
い

て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
実
現
す

る
の
か
伺
い
た
い
。

町
長
　
本
町
の
地
理
的
条
件
を

勘
案
し
、
何
と
か
環
境
整
備
を

図
り
た
く
公
約
に
掲
げ
た
。
現

実
的
に
は
、
医
師
の
確
保
を
は

じ
め
、
施
設
整
備
、
マ
ン
パ
ワ

ー
不
足
な
ど
、
非
常
に
難
し
い

問
題
が
あ
る
。
い
ま
取
り
組
ん

で
い
る
施
策
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
、
い
か
に
す
れ
ば
可
能
と

な
る
か
検
討
し
て
い
く
。

小
林
　
給
食
は
食
育
、
食
育
は

地
産
地
消
が
基
本
。
小
中
学
校

完
全
給
食
、
１
年
以
内
実
施
の

具
体
策
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
外
部
委
託
方
式
で
実
施

す
る
。
学
校
に
お
け
る
食
育
に

結
び
つ
く
献
立
作
り
と
と
も
に
、

食
材
は
で
き
る
限
り
地
元
農
産

物
を
使
用
す
る
。

小
林
　
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
役
場
組
織
再
編
と
は
、
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
か
伺
い
た
い
。

町
長
　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
へ
の
急
激
な
変
化
を
最
も
重

要
な
行
政
課
題
と
認
識
し
、
方

策
議
論
の
た
め
、
本
年
10
月
か

ら
外
部
有
識
者
を
加
え
た
「
ま

ち
づ
く
り
戦
略
会
議
」
を
設
置

す
る
。
今
年
度
は
、
空
き
校
舎

を
活
用
し
た
集
落
拠
点
機
能
づ

く
り
を
検
討
し
、
来
年
度
モ
デ

ル
地
区
を
選
定
し
具
体
的
に
取

り
組
む
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
展
開
し
て
い
く
た
め
、
新
年

度
に
組
織
機
構
の
再
編
を
行
う
。
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一万人復活を目指して

小
林

町
長

町
長

町
長

小
林

小
林

町
長

小
林
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齋
藤
　
高
齢
者
支
援
、
子
育
て

支
援
、
新
産
業
の
確
立
、
人
口

の
流
失
ス
ト
ッ
プ
等
は
今
ま
で
、

小
野
町
政
で
も
行
っ
て
き
た
事
。

　
就
業
人
口
が
3
9
7
5
人

（
国
勢
調
査
平
成
22
年
）
と
減
少

し
て
い
る
状
況
下
で
、
任
期
四

年
間
で
一
万
人
復
活
の
た
め
に

は
、
毎
年
減
少
分
（
2
0
0
人

弱
）
を
カ
バ
ー
し
、
3
0
0
人

ず
つ
増
や
す
こ
と
は
並
大
抵
の

こ
と
で
は
な
い
。

　
任
期
中
に
減
少
状
況
が
続
き
、

8
0
0
0
人
を
割
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
　
中
・
長
期
的
な
施
策
事

業
を
展
開
し
、
新
た
な
雇
用
の

創
出
を
図
る
。
具
体

的
に
は
、
空
き
校
舎

を
利
用
し
た
雇
用
対

策
な
ど
展
開
す
る
。

齋
藤
　
26
年
2
月
28

日
完
成
予
定
の
小
国

小
学
校
新
校
舎
に
は
、

小
中
学
校
の
給
食
室

も
計
画
さ
れ
て
い
る

と
聞
く
。
他
議
員
の

質
問
に
は
外
部
委
託

を
行
い
、
来
年
４
月

か
ら
実
施
と
答
弁
さ

れ
て
い
る
が
、
外
部

委
託
は
町
内
な
の
か
。

町
外
な
の
か
。
ま
た
、
学
校
給

食
法
の
衛
生
管
理
基
準
に
適
合

の
業
者
か
。

町
長
　
町
内
の
業
者
で
学
校
給

食
法
の
衛
生
管
理
基
準
に
準
じ

る
業
者
を
選
定
す
る
。

齋
藤
　
食
育
の
重
要
性
を
言
っ

て
い
る
が
外
部
委
託
で
「
食
育
」

と
の
つ
な
が
り
は
ど
う
な
の
か
。

町
長
　
地
産
地
消
を
含
め
、
教

育
委
員
会
と
学
校
で
献
立
を
決

め
る
。

齋
藤
　
１
年
間
だ
け
で
外
部
委

託
を
や
め
る
の
か
。
26
年
度
か

ら
の
叶
水
小
中
学
校
へ
の
給
食

は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長
　
外
部
委
託
は
暫
定
的
に

１
年
間
だ
け
。

　
26
年
度
か
ら
は
叶
水
小
中
学

校
へ
は
外
部
委
託
は
し
な
い
。

齋
藤
　
外
部
委
託
の
経
費
は
ど

れ
く
ら
い
か
か
る
の
か
。

町
長
　
算
定
中
で
ま
だ
出
て
い

な
い
が
、
施
設
整
備
に
は
経
費

は
発
生
し
な
い
。

齋
藤
　
新
し
い
小
国
小
学
校
に

は
木
質
チ
ッ
プ
を
利
用
し
た
暖

房
や
、
空
調
な
ど
が
計
画
さ
れ

い
る
。
小
国
中
学
校
は
連
日
の

猛
暑
の
中
、
暑
さ
と
の
我
慢
大

会
の
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
が

熱
中
症
と
い
う
危
険
性
の
中
こ

れ
で
い
い
の
か
、「
小
国
の
宝

で
あ
る
子
供
達
」
の
為
、
環

境
を
整
え
る
事
も
必
要
で
は

な
い
か
。

町
長
　
教
育
環
境
に
は
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
か
ら
整
備
を
図
っ

て
い
く
。
小
国
中
学
校
は
統
合

の
受
け
入
れ
校
と
し
て
、
現
在

耐
震
工
事
を
進
め
て
い
る
が
特

に
今
夏
の
猛
暑
か
ら
非
常
に
厳

し
い
環
境
に
あ
る
。

　
新
し
い
小
国
小
学
校
は
近
年

建
設
し
て
い
る
学
校
等
を
参
考

に
し
、
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

　
小
国
中
学
校
に
お
い
て
も
、

よ
り
学
び
や
す
い
学
習
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
学
校
関
係
者
と

協
議
し
、
新
し
い
小
国
小
学
校

と
の
均
衡
を
図
っ
て
い
く
。
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遠
藤
　
総
農
家
の
経
営
面
積
は
、

平
成
23
年
は
9
6
0
ha
あ
り
、

う
ち
水
田
耕
作
が
5
7
4
ha
で

耕
作
放
棄
地
が
58
・
9
ha
に
上

が
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
優

良
農
地
の
確
保
、
集
落
の
維
持
、

景
観
保
全
、
鳥
獣
被
害
の
増
大

等
か
ら
も
耕
作
放
棄
地
対
策
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
平
成
21
年
度
に
小
国
町

耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
（
現

在
の
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会
）

を
設
立
し
、
国
の
緊
急
対
策
事

業
の
補
助
対
象
外
と
な
る
農
振

農
用
地
以
外
の
農
地
に
つ
い
て

も
、
農
地
の
確
保
と
環
境
保
全

に
加
え
、
景
観
上
の
観
点
か
ら

も
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

町
単
独
事
業
に
よ
る
「
遊
休
農

地
等
保
全
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
耕
作
が
可
能
か
判

断
に
至
っ
て
い
な
い
農
地
を
含

め
、
耕
作
放
棄
地
は
58

 

ha
と
把

握
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
簡
易
な

復
元
作
業
で
再
生
可
能
な
農
地

は
、
11

 

ha
と
試
算
し
て
い
る
。

残
り
の
47

 

ha
に
つ
い
て
は
、
大

規
模
な
復
元
作
業
が
必
要
で
あ

る
か
、
す
で
に
復
元
不
可
能
な

農
地
で
あ
る
と
い
う
の
が
現
状
。

今
後
再
生
が
可
能
な
農
地
の
改

善
作
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

耕
作
放
棄
地
の
要
因
と
課
題
を

整
理
し
、
対
策
に
努
め
て
い
く
。

遠
藤
　
担
い
手
対
策
と
新
規
就

農
者
支
援
育
成
に
も
力
を
入
れ

る
べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
担
い
手
の
現
状
と
し
て

は
、
認
定
農
業
者
の
4
割
が
65

歳
以
上
で
あ
り
、
平
均
年
齢
も

57
歳
を
超
え
て
い
る
。
将
来
の

後
継
者
確
保
と
新
規
就
農
者
育

成
は
急
務
で
あ
り
、
本
町
農
業
を

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
発

展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
欠
く
こ
と

の
出
来
な
い
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
本
年
度
予
算
に

も
農
業
機
械
の
新
規
導
入
と
更

新
の
た
め
の
リ
ー
ス
事
業
費
に

対
す
る
支
援
を
措
置
す
る
な
ど

の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
青
年
就

農
給
付
金
事
業
に
つ
い
て
も
、

町
の
計
画
策
定
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
積
極
的
に
各
地
域
に
入

り
、
地
域
農
業
の
将
来
を
見
据

え
た
計
画
策
定
に
取
り
組
む
。

遠
藤
　
食
育
、
農
業
振
興
を
目

的
と
し
た
、
小
中
学
校
完
全
給

食
を
１
年
以
内
に
実
施
す
る
と

町
民
に
公
約
し
て
い
る
が
、
町

内
農
産
物
の
利
用
拡
大
や
地
産

地
消
の
仕
組
み
づ
く
り
と
か
ら

め
、
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
か

伺
い
た
い
。

町
長
　
学
校
給
食
で
生
産
・
流

通
の
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と

と
し
、
昨
年
、
山
形
お
き
た
ま

農
協
、
町
教
育
委
員
会
、
町
の

三
者
で
基
本
協
定
を
締
結
し
た
。

供
給
目
標
年
次
は
、
学
校
給
食

の
完
全
実
施
が
本
格
化
す
る
平

成
26
年
度
に
設
定
さ
れ
て
い
る

が
、
来
年
度
は
外
部
委
託
方
式

に
よ
る
給
食
に
あ
た
っ
て
は
、

供
給
体
制
を
継
続
す
る
こ
と
に

加
え
、
町
内
産
の
農
産
物
を
で

き
る
限
り
確
保
で
き
る
よ
う
関

係
者
と
協
議
し
な
が
ら
取
り
組

む
。
来
年
度
は
、
学
校
給
食
用

農
産
物
の
生
産
・
流
通
体
制
の

試
験
運
用
及
び
既
存
の
供
給
体

制
を
整
え
、
平
成
26
年
度
以
降

は
、
段
階
的
に
地
産
地
消
率
を

向
上
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
内

農
産
物
の
利
用
拡
大
に
努
め
て

行
く
。
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町
内
の
雇
用
経
済
情
勢
の
急

激
な
悪
化
に
よ
り
、
こ
れ
に
伴

う
町
民
生
活
は
年
々
深
刻
に
な

っ
て
い
る
。

　
特
に
、
今
年
度
は
こ
れ
ま
で

小
国
町
の
経
済
を
支
え
て
き
た

中
核
企
業
の
構
造
改
革
に
よ
り

多
数
の
離
職
者
が
で
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
町
の
経
済
は
一
段
と

厳
し
く
な
る
こ
と
は
、
だ
れ
の

目
に
も
明
白
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ

て
、
文
教
産
建
常
任
委
員
会
で

は
、「
い
か
に
雇
用
を
創
り
だ

し
て
い
く
か
」
と
い
う
こ
と
を

大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
を

続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
テ
ー

マ
が
大
き
す
ぎ
る
こ
と
や
、
広

範
囲
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
非

常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
役
場
内
部
の

担
当
課
や
商
工
会
と
の
話
し
合

い
の
中
か
ら
、
現
状
や
課
題
を

抽
出
し
、
雇
用
機
会
の
創
出
に

結
び
つ
け
て
い
く
た
め
、
次
の

三
つ
に
絞
り
議
論
し
て
い
る
。

一
　
農
業
や
林
業
、
観
光
な
ど

の
地
域
資
源
を
ど
う
活
か
し

て
い
く
か
。

二
　
雪
、
水
力
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
ど
う
活
用
し
て
い

く
か
。

三
　
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り

な
が
ら
い
か
に
雇
用
の
場
を

生
み
出
せ
る
か
。

　
さ
ら
に
今
後
は
、
ど
ん
な
仕

事
が
あ
れ
ば
小
国
町
に
残
り
た

い
か
と
い
う
視
点
で
、
中
学
生

や
高
校
生
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
や
意
見
交
換
を
し
て
い
く
予

定
に
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
町
と
議
会
が
足
並

み
を
そ
ろ
え
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

■
臨
時
会

7
／
10
　
●
第
6
回
臨
時
会

8
／
28
　
●
第
7
回
臨
時
会

■
定
例
会

9
／
10
〜
9
／
18
　

　
　
　
　
●
第
8
回
定
例
会

■
議
会
運
営
委
員
会

7
／
10
　
●
第
6
回
臨
時
会
の
運
営

に
つ
い
て

８
／
28
　
●
第
7
回
臨
時
会
の
運
営

に
つ
い
て

９
／
３
・
10

　
　
　
　
●
第
8
回
定
例
会
の
運
営

等
に
つ
い
て

９
／
18
　
●
第
8
回
定
例
会
最
終
日

の
運
営
等
に
つ
い
て

■
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

７
／
17
　
●
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
（
総
務
企
画
課
）

　
　
　
　
（
町
民
税
務
課
）

　
　
　
　
（
健
康
福
祉
課
）

９
／
11
　
●
請
願
審
査

■
文
教
産
建
常
任
委
員
会

６
／
26
　
●
委
員
会
活
動
方
針
に
つ
い
て

７
／
６
　
●
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　
　
小
国
小
学
校
改
築
工
事

に
か
か
る
公
募
型
指
名

競
争
入
札
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
産
業
振
興
課
）

　
　
　
　
　
町
内
の
景
況
状
況
に
つ
い
て

７
／
18
　
●
委
員
会
活
動
方
針
に
つ
い
て

　
　
　
　
●
小
国
町
商
工
会
と
の
懇
談
会

８
／
10
　
●
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　
　
新
小
国
小
学
校
の
建
設

関
係
等
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
の
家
の
建
設

関
係
等
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
産
業
振
興
課
）

　
　
　
　
　
町
内
の
景
況
に
つ
い
て

９
／
11
　
●
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
（
地
域
整
備
課
）

　
　
　
　
　
渇
水
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
●
請
願
審
査

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

８
／
28
　
●
広
報
編
集
方
針
等
に
つ
い
て

９
／
11
　
●
広
報
編
集
方
針
等
に
つ
い
て

９
／
12
・
13
・
14
　
　

　
　
　
　
●
各
課
決
算
審
査
記
事
内

容
に
つ
い
て

９
／
26
　
●
広
報
編
集
作
業

10
／
１
　
●
広
報
編
集
作
業

10
／
９
　
●
広
報
編
集
校
正

■
決
算
審
査
特
別
委
員
会

９
／
11
　
●
決
算
審
査
特
別

　
　
　
　
　
委
員
会
の
運
営
等
に
つ
い
て

９
／
12
　
●
決
算
審
査

　
　
　
　
（
総
務
企
画
課
・
地
域
整

備
課
・
教
育
委
員
会
）

９
／
13
　
●
決
算
審
査

　
　
　
　
（
産
業
振
興
課
・
町
民
税

務
課
）

９
／
14
　
●
決
算
審
査

　
　
　
　
（
健
康
福
祉
課
・
町
立
病

院
・
老
健
施
設
）

　
　
　
　
　
意
見
の
ま
と
め
等
に
つ
い
て

11

小国町議会 ■ 委員会レポート・議会の動き

委員会レポート
文教産建常任委員会のとりくみ

文教産建常任委員会の様子

商工会との懇談会
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Q
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

A
氏
名
　
大
石
　
紘
子
　
　
　

年
齢
　
二
十
七
歳
　
　
　
　

出
身
　
熊
本
県
熊
本
市
　
　

趣
味
　
旅
行

Q
就
職
先
に
小
国
を
選
ん
だ
理

由
は
？

A
大
学
の
時
に
五
味
沢
の
熊
狩

り
に
同
行
さ
せ
て
も
ら
い
、

そ
れ
か
ら
度
々
う
さ
ぎ
狩
り

な
ど
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

い
、
五
味
沢
の
人
達
や
小
国

の
山
が
好
き
に
な
っ
て
し
ま

い
今
に
至
っ
た
。

Q
住
ん
で
み
て
よ
か
っ
た
事
は
？

A
山
に
行
く
機
会
が
増
え
た
事
。

山
の
景
色
や
空
気
や
水
は
素

晴
ら
し
い
し
、
食
べ
物
が
お

い
し
い
。
不
便
さ
は
あ
る
が
、

日
常
生
活
の
豊
か
さ
は
、
都

会
で
は
味
わ
え
な
い
。

Q
住
ん
で
み
て
困
っ
た
事
は
？

A
古
紙
や
瓶
等
を
出
す
日
が
と

て
も
少
な
い
こ
と
や
、
多
く

の
店
が
午
後
八
時
こ
ろ
閉
ま

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
戸
惑
っ

た
。
し
か
し
、
慣
れ
て
し
ま

う
と
な
ん
で
も
な
い
こ
と
だ

と
思
う
。

Q
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
事
は
？

A
米
や
野
菜
を
自
分
で
作
っ
て

み
た
い
。

Q
小
国
町
の
こ
こ
が
足
り
な
い

と
思
う
事
は
？

A
接
客
な
ど
方
法
が
あ
る
程
度

決
ま
っ
て
い
る
事
に
関
し
て

今
の
状
況
を
改
善
し
て
い
こ

う
と
か
、
新
し
い
方
法
を
取

り
入
れ
よ
う
と
か
と
い
っ
た

考
え
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
に

思
う
。
特
に
町
外
か
ら
来
る

人
に
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か

と
い
う
意
識
は
薄
い
と
思
う
。

■
実
り
の
秋
を
迎
え
、
今
年
の

宮
中
新
嘗
祭
に
は
、
大
石
沢
の

粟
（
虎
の
尾
）
と
田
沢
頭
の
米

（
つ
や
姫
）
が
献
穀
さ
れ
ま
す
。

山
口
、
石
垣
両
ご
夫
妻
の
一
年

間
の
精
進
を
称
え
る
と
と
も
に
、

小
国
産
の
宮
中
献
穀
を
素
直
に

喜
び
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
今
議
会
の
盛
田
新
町
長
の
所

信
表
明
は
、「
町
民
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
基
本
理
念
と
と

も
に
、
開
か
れ
た
町
政
を
一
層

進
め
る
と
し
て
「
出
前
町
長
室
」

「
歩
く
町
長
室
」
の
開
催
を
述

べ
て
お
り
ま
す
。

■
議
会
は
、
次
回
の
定
例
会
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。
議
会
だ
よ

り
も
、
一
層
の
紙
面
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

小
林
（
記
）

発
行
責
任
者
　
　
　

議
　
　
長
　
伊
藤
　
重
廣

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
小
林
　
　
嘉

副
委
員
長
　
小
関
　
和
好

委
　
　
員
　
齋
藤
　
弥
輔

遠
藤
　
和
彦

TOPICS    
INFORMATION

&

　
大
宮
神
社
鎮
座
千
三
百
年
祭

の
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
稚

児
行
列
の
二
十
数
年
ぶ
り
の
復

活
に
向
け
一
年
前
か
ら
話
し
合

い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
以
前
、

稚
児
行
列
に
携
わ
っ
た
こ
と
の

あ
る
地
元
の
女
性
部
の
方
々
に

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の

事
で
手
探
り
状
態
で
し
た
。

　
し
か
し
、
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に

観
に
来
て
頂
き
、
素
晴
ら
し
い

稚
児
行
列
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
る
で
平
安
時
代
の

よ
う
な
姿
の
子
ど
も
達
は
、
本

当
に
か
わ
い
ら
し
か
っ
た
で
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
暖
か
い
御
協

力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

小
関
佳
雄

大
 

宮

議
会
に
対
し
て
の
ご
質
問
、ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局 

（
６
２
）２
４
４
８

次
は
12
月
定
例
会
で
す
。

　
　
　
　
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

まちかど
インタビュー

Ma c h i k a d o - In t e r v i ew

町の人から
ちょっとひとこと
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十三峠イベントで活躍

大宮神社で記念写真

き
ゅ
う
ち
ゅ
う
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い
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め
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い

こ 

く

け 

ん


